
はじめに
ご利用のシステムのOSとして、SCIEXをお選びいただきありがとうございます。SCIEXTriple
QuadTM 6500+システムとEcho® MSモジュールを含むEcho® MSシステムをサポートす
るSCIEX OS 1.6.10をお届けします。

本ドキュメントでは、ソフトウェアの機能について説明しています。ソフトウェアをご利用

になる際の参照用として、このリリースノートを常にお手元に保管してください。

注：括弧内の数値は、SCIEX内部追跡システムにおける各問題/機能の参照番号です。

バージョン1.6.10の新機能
SCIEX OS 1.6.10は、Echo® MS 6500+システムとSCIEX Triple QuadTM

モジュールで構成さ

れるEcho® MSシステムをサポートします。この構成をサポートするために、次のソフトウェ
ア機能が追加されました。

• AE Methodワークスペース：このワークスペースでは、アコースティックエジェクション
メソッドを作成および変更できます。Echo® MSモジュールを構成すると、ホームページ
でLC MethodタイルがAE Methodタイルに置き換わります。
バッチワークスペースの新しい列により、Batchの作成時にAEメソッドを選択できます。
AE Method列もQueueワークスペースに表示されます。

• 四重極モードスキャン種類のサポート：MS Methodワークスペースでは、Q1 MS、Q1多
重イオン、Q3 MS、Q3多重イオン、MRM、プロダクトイオン、プレカーサーイオン、
ニュートラルロススキャンタイプを使用するメソッドを作成できます。『ソフトウェア

ユーザーガイド』を参照してください。

• Marker Well列：Echo® MSモジュールが構成されている場合、この列はBatchワークスペー
スに表示されます。これはタイミングファイルを最初のウェルに合わせるために使用でき

ます。

• Echo® MSモジュールのPlate Layoutダイアログ：Batchワークスペースのこの新しいダイ
アログは、Echo® MSシステムのバッチを作成するのに役立ちます。
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使用上の注意と既知の問題

使用上の注意

• セットアップウィザードとWindowsのプログラムと機能のコントロールパネルで、ソフト
ウェアのバージョン番号が1.6.10ではなく1.6と誤って表示される。ソフトウェアの正しい
バージョンがインストールされていることを確認するには、SCIEX OSを開いて
Configuration > Aboutをクリックします。

• Windowsの更新を行う際は、オプションの更新をインストールしないでください。それら
はソフトウェアの機能に影響を与える恐れがあります。必要な更新だけをインストールし

てください。システムでデータを取得しない時に更新をインストールするように、スケ

ジュールを設定してください。

• 現在選択されたプロジェクトを読み取る権限がない場合、SCIEX OSを開こうとするとエ
ラーが発生することがあります。(ONYX-3131)

• 多数のワークスペースが開いている場合や、多数の移行が処理されている場合は、システ
ム動作が遅くなる場合があります。(ONYX-2321)

• SCIEX OSの前バージョンで作成されたバッチを開く場合、Injection Volumeフィールド
は自動入力されません。バッチ内の各LC Methodフィールドをクリックしてください。
(ONYX-2967)

• バッチでLCメソッドを変更する場合、新しいLCメソッドからの値では注入量が更新され
ません。注入量の値を削除してから、新しいLCメソッドを再度選択してください。
(ONYX-2966)

• バッチが開始されると、SCIEX OSはWindows Updates、Windows Defenderウィルスス
キャン（Windows 10）およびSymantec Endpointウィルススキャン（Windows 7）のイン
ストールを停止します。データを収集しない時に更新やウィルスのスキャニングを実施す

るように、スケジュールを設定してください。

• パフォーマンスの問題やデータの破損を防止するため、サンプル取得中にはデフラグや
ディスククリーンアップなど、コンピュータのメンテナンス手順を実行しないでくださ

い。

• （Echo® MSシステム）MSメソッドが作成されるとき、Spray Voltageデフォルトは4500
Vです。

注：オープンポートインターフェース（OPI）電極アセンブリの寿命を最大化するため
に、5000 V以下の値を使用することをお勧めします。

• （Echo® MSシステム）BatchワークスペースのInjection Volume列に入力された値は、AE
メソッドで指定された排出量に置き換わりません。
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• （Echo® MSシステム）サンプルは、スループットに最適化されたシーケンスで質量分析
装置に排出および分析されます。それらは、バッチにリストされている順序では分析され

ません。ただし、データはバッチ内の順番通りに出力されます。

• ネットワーク取得中にClearCore2が中断されると、中断時に取得中のサンプルの一部のサ
ンプルデータは、データファイルに書き込まれません。ローカルな取得時に中断された場

合、部分的なサンプルデータはデータファイルに書き込まれますが、破損データとマーク

されます。

• ネットワークリソースへの取得中に、Explorerワークスペースにデータをリアルタイムで
表示するには、以下のいずれかの方法を使用します。

• SCIEX OSウィンドウ下部のData Acquisitionパネルを開きます。

• Queueワークスペースで、取得中のサンプルをダブルクリックして開きます。

注：サンプルがExplorerワークスペースで開いたままの場合は、サンプルがネットワー
クリソースに移動した後に、「File not found」というメッセージが表示されます。

(DS-1873 )

• SCIEX OS 1.6.10で作成したデータファイルは、SCIEX OSの前バージョンでは開くこと
ができません。ただし、SCIEX OSの前バージョンで取得したデータは、SCIEX OS 1.6.10
で開くことができます。

• データファイルはSCIEX OS1.6.10で作成され、SCIEX OSバージョン1.3.1以前で取得さ
れたデータファイルに追加することはできません。(DS-1931)

• Batchワークスペースでサンプルの新しい結果ファイルを指定する場合は、処理メソッド
も指定してください。処理メソッドが指定されていない場合、Queueワークスペースの
Processing Method列には*Embedded Method*が含まれ、自動処理は失敗します。
(ONYX-4864)

• Analystデータパスで結果ファイルを指定する場合、サブフォルダを作成できません。既
存のフォルダを選択する必要があります。(ONYX-4962)

• Explorerへのアクセス権がない場合、Queueワークスペースからのキャリブレーションレ
ポートを開くことができません。(ONYX-3401)

• MultiQuantTM
ソフトウェアファイル（qmethod、qsession、およびcset）は、SCIEX OS

のSCIEX OSワークスペースで開けることも使用することもできません。ただし、テキス
トファイルにエクスポートされたMultiQuantTM

ソフトウェアメソッドは、Analyticsワーク
スペースにインポートできます。

• ソフトウェアは、コンポーネントのイオン比を計算するのに、選択された回帰パラメータ
（面積または高さ）を使用しません。ソフトウェアは、Results Tableの最初のコンポーネ
ントに対して定義された回帰パラメータを使用して、表のすべてのコンポーネントのイオ

ン比を計算します。(MQ-5546)
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• 現在の監査マップテンプレートがワークステーションに適用されていても、Apply to
Workstationボタンがオンになりません。どの監査マップテンプレートが現在ワークス
テーションに適用されているかを判断するには、Audit Trailワークスペースを開きます。
(ONYX-3400)

一般的な問題

説明問題

メソッドを閉じてから再び開きます。ユーザーがMSメソッドを開くと、Print
ボタンは使用できない。(ACQ-3301)

再度SCIEX OSを開きます。英語以外の言語に設定されたコンピュー

タにSCIEX OSをインストールすると、
最初にSCIEX OSを開く時にエラーが表
示される。(BLT-892)

機器に関する問題

説明問題

カップリング液ポンプの状態は、オフになってい

ることを示します。また、カップリング液を交換

する前に、透明なカップリング液ボトルを目視検

査して、流れが停止していることを確認してくだ

さい。

ポンプが停止すると、カップリング液ポ

ンプはゼロを示すのではなく、最後のポ

ンプ速度を示す。(OPP-276)

パージする前に、イオン源ガス1を90 psiに設定し
て、有効なMSメソッドを開始してからパージしま
す。

質量分析装置がアイドル状態の場合、

Echo® MSモジュールはパージできな
い。(OPP-290)

X500 QTOF、QTRAP® 6500+システム、キャリブ
ラント供給システム、接点閉オプション

は、SCIEX OS 1.6.10ではサポートされていませ
ん。サポートされている唯一の質量分析装置は、

SCIEX Triple QuadTM 6500+システムです。

ユーザーは、サポートされていない機器

とオプションを構成できる。(BLT-1740)

この問題は、システムの機能には影響しません。Echo® MSモジュールは、シミュレー
ションモードでFault状態になる。
(ONYX-6697)

この問題は、システムの機能には影響しません。Event Logワークスペースで、Echo® MS
モジュールイベントを含むページが、

AEではなくLCとして表示される。
(ONYX-7075)
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説明問題

ハイスループット設定は現在サポートされていま

せん。

Agilent LC：オートサンプラーでハイス
ループット設定がサポートされない。
(ACQ-529)

サンプルの提出前に従属機器をオフにした場合、

Shimadzu LCの状態はFaultにならなければいけな
いものの、実際にはStandby状態になります。ユー
ザーがバッチをキューに再度送信しようとすると、

最初のサンプルは送信されますが、LCがFault状態
になるため送信はただちに失敗し、測定も失敗し

ます。この問題が発生した場合は、コンピュータ

をリセットし、ソフトウェアを再起動してくださ

い。

Shimadzu LC：機器の復旧中に、不正確
な機器状態が表示される。(ACQ-1410)

LCがFault状態にあるときにDirect Control用機器を
開いてClear Errorをクリックすると、機器は回復
しますが、ソフトウェアの状態はまだ障害と表示

されます。このエラーをクリアするには、状態パ

ネルのStandbyをクリックします。

Shimadzu LC：Direct Controlを通じて
エラーを回復しても、機器の信号灯が

Fault状態から更新されない。
(ACQ-1420)

システムを正しく機能させるには、機器の電源を

オフまたはオンにして、有効な機器リストの内容

と一致させます。

電源をオンにして接続した機器が、有効

な機器のリストにある機器と一致しない

場合、LCメソッドが正しく実行されな
い。（ACQ-1716/2062）

バッチの予測される長さが、予想よりも長い可能

性があります。問題の発生を回避するには、12.5
Hz未満のサンプリングレートを使用してください。

Shimadzu LC：Shimadzu PDAを使用し
た長いバッチ（サンプリングレート12.5
Hz以上）の実行中に、パフォーマンス
の問題が発生する。(ACQ-2037)

これは、LCメソッドのUV検出器セクションで極性
が負に設定されている場合に発生します。問題の

発生を回避するには、極性フィールドで正の設定

を選択してください。

Shimadzu LC：2つのUVチャンネルを使
用する取得の実行中、反転したUVデー
タが取得される。(ACQ-2042)

注入ループが流路に切り替えられると、圧力が降

下します。注入ループを切り替えるたびに圧力が

降下しないように、5秒ごとに圧力のサンプルを採
取します。この問題による性能への影響はありま

せん。

複数のサンプルを処理した後、元の圧力

に戻す前に圧力グラフに0まで降下した
圧力が短い時間だが表示される。
(ACQ-2043)

この問題が発生した場合は、Standbyをクリック
して機器を回復してください。

Agilent LC：平衡化の最中にサンプルを
中断すると、Agilent LCがFault状態に移
行することがある。(ACQ-2142)
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説明問題

この問題が発生した場合は、Standbyをクリック
してLCをReady状態に戻してください。

Agilent LC：従属機器が障害から復旧し
Ready状態になった後も、Agilent LCで
Fault状態が表示される。(ACQ-2144)

この問題を回避するには、LCメソッド時間のStop
Timeフィールドの値が、LCメソッドを実行しなけ
ればならない最長時間になっていることを確認し

てください。

LCメソッドで、LCポンプまたはカラム
のオーブン温度表のグラジエントテーブ

ルの時間がMSメソッドの時間よりも長
い場合、MSメソッドの時間が終了する
とLC機器の実行が停止する。
（ACQ-2167/2088）

問題の発生を回避するには、PDA機器に正しいパ
ラメータが使用されていることを確認してくださ

い。

ShimadzuおよびExionLC LC：LCメソッ
ドへのアクセス方法によって、PDAの
デフォルトパラメータが異なる。
(ACQ-2176)

これはAgilent LCの問題です。この問題を回避する
には、手動で流量を入力し、コンマを小数点記号

として使用してください。

Agilent LC：LCグラジエントグリッドの
流量をコピーすると、小数点記号として

のコンマが無視される。(ACQ-2191)

この問題を回避するには、機器の障害をクリアし、

Agilent機器を一度無効化してから再度有効化しま
す。

Agilent LC：機器が有効化の最中にFault
状態になっても、そのFault状態が正し
く反映されない。(ACQ-2195)

いくつかのケースで、機器が手動で追加される際

に、Test device機能が動作しません。この問題を
回避するには、Autoconfigを使用して機器を追加
します。

いくつかのケースで、機器が手動で追加

できない。(ACQ-3014)

取得中にEthernetケーブルを取り外した場合は、取
得が停止され、システムはFault状態になります。
Ethernetケーブルを再接続してから、別の取得を実
行しようとすると、取得が完了して、リアルタイ

ム表示の更新が止まりますが、システムはRun状
態のままになります。これが発生した場合は、機

器のプロファイルを再度有効化してください。

取得中にMS通信の切断から回復した
後、システムがRun状態のままになる。
(MSCS-432)
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説明問題

この問題は、次のオプションのいずれか、両方が

選択されている場合にサンプルバイアルが欠損し

ている場合に発生します。
• If a sample is missing, then proceed to the

next sampleQueue Settingsページ。

• Ignore missing vesselDirect Controlダイアロ
グ。

これらのオプションのどちらも選択されていない

場合、システムはFault状態になり、サンプルは失
敗します。

このエラーを回避するには、これらの両方のオプ

ションをクリアしてから、すべてのバイアルが存

在することを確認します。

Agilent LC：サンプルバイアルが欠損し
ている場合、システムは欠損しているバ

イアルを認識できず、空気を注入する。
(ONYX-4849)

ApexおよびAll in Peakスペクトルモードはサポー
トされていません。別のモードを使用してくださ

い。

Agilent G7121B 1260 Infinity II FLDスペ
クトルモジュールからのリアルタイム

DADデータは、spectrumモードがApex
またはAll in Peakに設定されている場合
は記録されない。(ONYX-4998)。

信号A励起がゼロオーダーに設定されている場合、
PMTゲインを6以下に設定します。

信号A励起がゼロオーダーに設定され、
光電子増倍管（PMT）ゲインが6より大
きい値に設定されている場合、Agilent
G7121B 1260 Infinity II FLDスペクトル
モジュールが使用されているとき、シス

テムは読み込み中または平衡状態のまま

である。(ONYX-4999)

MS Methodsワークスペースの機能
説明問題

この問題が発生した場合は、必要に応じてパラメー

タを更新してください。一部のパラメータは、新

しいイオン源またはプローブに必要でない場合、

使用不可になります。

イオン源またはプローブの変更後にオー

プンメソッドから別のメソッドに切り

替える際、ソフトウェアで必要なパラ

メータが保存されない。(ACQ-2262)

メソッドを保存してから閉じ、再び開きます。MRM HRメソッドで、メソッド時間が
変更されると保持時間を検証できない。
(BLT-961)
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説明問題

ユーザーインターフェースは更新されませんが、

パラメータは正しいものが使用され、ファイル情

報にも反映されています。

キャリブラントを流す際、MS Method
ワークスペースが更新されず、正しい

情報が表示されない。(ONYX-1556)

印刷ダイアログが開くまで約1分かかります。MS MethodとLC Methodのワークスペー
スで、印刷ダイアログが開かない、ま

たは開くのが遅い。(ONYX-3412)

取得における問題

説明問題

Plate Layoutダイアログでプレートスタイルを切り
替えて、ダイアログを更新します。

BatchワークスペースのPlate Layoutは、
インポートされたcsvファイルのプレー
トタイプと一致するように更新されま

せん。(OPP-295)。

移動相ボトルには、計画した取得を完了するのに

十分な移動相が含まれていることを確認してくだ

さい。

取得中に移動相の低警告がトリガーさ

れると、取得は失敗します。(OPP-288)

バッチに有効な処理メソッドが含まれていること

を確認してください。

測定バッチが、有効な処理メソッドな

しでコントロールAPIによって送信され
ると、処理は失敗します。(OPP-287)

システムで回復不可能な障害が発生した場合、ま

たは障害から自動的に回復しない場合は、次のい

ずれかの方法でEcho® MSモジュールを再起動しま
す。

• Device Controlダイアログで、Integrated
Control > Restartをクリックします。

• モジュールをオフにしてから再度オンにします。

取得の初期化中にトリガーされたいく

つかの障害とエラーをクリアすると、

システムは再初期化されません。

（OPP-279、OPP-280、OPP-283、
OPP-284、OPP-285）

この問題は、システムの機能には影響しません。一部のスキャンタイプでは、Data
AcquisitionパネルのTICおよびスペクト
ルのタイトルの形式が正しくありませ

ん。(DS-3120)

該当なしオプションStop after the current tasks
are completedでキューを停止すると、
取得は完了しますが、処理は開始され

ません。(ONYX-6802)

RUO-IDV-03-10966-JA-B2020年5月8 / 26

SCIEX OS 1.6.10リリースノート



説明問題

行を削除するには、行を選択して右クリックし、

Delete Rowsをクリックします。
（Echo® MS System）Plate Layoutダイ
アログでエントリを削除しても、行は

Batchワークスペースから削除されず、
一部のフィールドが残ります。

WindowsタスクバーのSCIEX OSアイコンをクリッ
クして、SCIEX OSウィンドウを復元します。

（Echo® MS System）ユーザーがPlate
Layoutダイアログを閉じると、SCIEX
OSはWindowsタスクバーに最小化され
ます。

ピークスプリットは、データが取得された後に実

行されます。前の取得中にファイルに書き込まれ

たピークをシステムが分割している間に、後続の

バッチがデータをファイルに取得している場合、

リソースの競合が発生します。この問題を回避す

るには、各バッチのデータを個別のデータファイ

ルに書き込みます。

（Echo® MS System）連続するバッチ
が同じデータファイルにデータを保存

すると、ピークスプリットが失敗し、

自動処理が失敗します。(ONYX-6904)

バッチを編集して、影響を受ける行のResults File
列の内容を修正します。

Batchワークスペースで行を貼り付ける
ときに、コピーした行の結果ファイル

に値が含まれていない場合、貼り付け

た行のResults File列にMSメソッドが
挿入されます。(ONYX-5029)

結果ファイルのパスを300文字以下に制限します。結果ファイルのファイルパスが長すぎ

る場合、自動処理は失敗します。
(ONYX-4827)

列のサイズを変更するか、別のセルをクリックし

ます。

結果ファイルが入力されているときに、

ユーザーインターフェースの問題が発

生します。Results Fileセルは正しく表
示されません。(ONYX-4790)
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説明問題

問題を回避するには、PDFactoryではなく、XPSオ
プションを使用して印刷します。

BatchおよびQueueワークスペースで、
PDFactoryオプションを使用するプリン
トアウトには以下の問題がある。

• PDFactoryで生成されたレポートに、
メソッド名、サンプル名、サンプル

ID、バーコードなどを示す数値が含
まれていない（その名前が番号であ

る場合）。(ONYX-2236)

• 他の地域の設定が使用されている日
時は表示されない。(ACQ-2700)

• PDFactoryを使用していくつかの孤
立行だけを印刷する場合は、行イン

デックスが空白になる。(ACQ-2701)

• 横長のXPSおよびPDFactoryを使用
してレポートを印刷すると期待どお

り機能するが、縦長のPDFactoryを
使用すると、最初のページにある最

後の2列が省略され、バッチ印刷時刻
は切り詰められ、完全には表示され

ない。(ACQ-1275)

この問題が発生した場合は、ソフトウェアを再起

動します。

Batchワークスペースで、メソッドを別
のプロジェクトからコピーすると、使

用可能なMSおよびLCメソッドのリスト
が不完全になる。(ACQ-2127)

この問題を回避するには、セル間の移動にTabキー
を使用しないでください。セルの内容全体を消去

してから、必要なデータファイル名を再度入力し

てください。

データファイル名がセル内で中央揃え

されている場合に、Shift + Tabキーを押
して次のセルに移動すると、エラーが

表示され、バッチを送信できない。
(ACQ-2135)

この問題を回避し、エラーをクリアするには、

Direct Control機能を使用してシリンジを起動しま
す。

Standbyを選択すると、Harvardシリン
ジポンプがFault状態になる。
(ACQ-2193)

この問題が発生した場合は、LCのエラーをクリア
してから、機器を一度無効化してから再度有効化

します。

LCがFault状態になった後に、LCを有効
化できない。(ACQ-2207)
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説明問題

この問題を回避するには、オートサンプラーのTime
プログラムテーブルに注入イベントを追加しない

でください。

Shimadzu LCの使用時、オートサンプ
ラーのTimeプログラムテーブルに注入
イベントがあると、システムが注入を

実行できない。(ACQ-2242)

この問題が発生した場合は、機器を一度無効化し

てから再度有効化して、Standbyをクリックしま
す。

時折、質量分析装置がFault状態になり、
システムを復旧できなくなることがあ

る。(ACQ-2250)

以下を実行すると、UIに表示された列の一部がメ
ソッドのプリントアウトに表示されません。

1. MRM HRメソッドを作成する。

2. スキャンスケジュールを適用する。

3. 拡張パラメータを選択して表示する。

4. メソッドを保存してから印刷する。

この問題を回避するには、Letterサイズより大きい
用紙サイズを選択します。

UIに表示された列の一部が印刷されな
い。(ACQ-2611)

測定メソッドからインポートされる情報は、小数

第2位までの質量精度で示されます。処理メソッド
の質量精度の計算に使用される式では、小数第4位
までの結果が生成されます。そのため、この2つの
メソッドからは一貫性のない結果が提示されるこ

とがあります。

測定メソッドおよび処理メソッドから

のインポート中に一貫性のない動作が

発生し、そのために信頼性の低い評価

結果が生成される。(BLT-284)

バッチの安定性を高めるために、Signalモードで
DADを使用します。

スペクトルモード内でのDADでのデー
タ取得時にバッチ実行が失敗した。
(BLT-978)

この問題を回避するには、DAD取得の頻度を下げ
るか、取得の完了後にデータを点検します。

DADパネルのリアルタイム更新が、メ
ソッドで選択された応答時間よりも遅

いことがある。（DS-853）

取得時の複雑なデータ処理中に、サンプルが正常

に取得されて、キューが次のサンプルに移動して

も、キュー内のサンプルが失敗としてマークされ

ることがあります。これが発生した場合、サンプ

ルおよびデータファイルは実際には影響を受けて

おらず、探索や処理に使用できます。キューアイ

コンを更新するには、SCIEX OSを再起動します。

データが正常に取得されても、キュー

に含まれるサンプルが失敗とマークさ

れることがある。(DS-1016)
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説明問題

問題を回避するには、Explorerワークスペースを
使用して取得後のデータを検査します。

リアルタイムのUVデータ収集中に、
XWCグラフとTWCグラフの間でピーク
のラベル表示が一致しない。(DS-1262)

この問題が発生した場合は、ソフトウェアを再起

動します。

Data Acquisitionパネルに、以前取得し
たサンプルが表示される。(DS-1384)

このソフトウェアバージョンでは、これらのフィー

ルドの定義は変更されています。再度入力してく

ださい。

Agilent LC：SCIEX OS 1.2以前で作成
されたバッチを開くと、Rack code、
Rack position、Plate codeなどのLC情
報が失われる。(DS-2186)

APCIプローブの使用時には、イオン源ガス2の設
定が特定の値でなければならないというユーザー

メッセージが表示されます。ユーザーメッセージ

に含まれるイオン源ガス2の設定は無視してくださ
い。

ユーザーメッセージにイオン源ガス2の
設定が含まれている。(MSCS-943)

このエラーは、取得に影響は与えません。メッセー

ジをキャンセルすれば、取得は続行されます。

プローブを切り替えると不正確なメッ

セージが表示される。(MSCS-972)

取得時にパラメータに勾配があると、リアルタイ

ムおよび取得後データが一致しません。この問題

を回避するには、分析に測定後データを使用しま

す。

データに勾配があると、取得終了前に

リアルタイムデータの更新が停止され

る。(ONYX-1682)

問題を回避するには、IDAを実行する前に、Google
更新サービス（gupdateとgupdatem）（システム
にある場合）および、Windowsバックアップが無
効になっていることを確認します。

IDA測定時に潜在的延長時間がランダム
サイクルに追加される。(ONYX-1764)

Analyticsワークスペースの問題
説明問題

サンプル名にウェルの場所を含めます。名前とウェルの場所でサンプルを表示

すると時間がかかります。(ONYX-7457)

バッチをExcelにエクスポートしてからExcelファ
イルを開いて保存すると、マーカーウェルプロパ

ティは「TRUE」として保存されます。インポート
では、「True」である必要があります。バッチを
インポートする前に、マーカーウェルプロパティ

の大文字と小文字を修正してください。

バッチをエクスポートしてからインポー

トすると、マーカーウェルプロパティ

が正しくインポートされません。
(ONYX-6803)
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説明問題

音響データには通常、1秒の幅と1秒の保持時間を
持つピークがあります。Expected RTフィールド
は分単位で、小数点以下2桁のみです。これは、保
持時間ウィンドウの定義に必要なレベルの精度を

提供しません。

保持時間ウィンドウ定義に使用できる

のは、小数点以下2桁のみです。
(BLT-1579)

このエラーは、プロジェクトのルートディレクト

リがAnalyst®
ソフトウェアのルートディレクトリと

して使用されている場合に発生します。Analyst®
ソ

フトウェアは、ルートディレクトリの

Default/Project Informationフォルダに次のファイル
を1つ以上作成します。
• ProjectSettings.atd

• Default Audit Map.cam

• Project.atd

これらのファイルがProject Informationフォルダに
存在する場合は、削除します。

プロジェクトのルートディレクトリに

あるResults Tablesは開きません。

取得の実行時や多数のExperimentを含むデータの
処理時には、このような遅延が見られる場合があ

ります。問題を回避するには、以下のいずれかを

実行します。

• 取得するExperimentの数を減らします。

• Results Tableの作成に使用するExperimentの数
を減らします。

• Results Tableの作成とデータの取得を同時に行
わないようにします。

Results Tableの作成中は、リアルタイ
ムの更新が遅れる場合があります。
(DS-1042)

Analyst®
ソフトウェアのExploreモードでデータを

開きます。

Analyst®
ソフトウェアデータでは、LIT

スキャンにおいてQ3分解能が最大とし
て報告されます。(DS-2220)

csvレポートは、図が含まれない場合のみサポート
されます。

CSVでは、図やロゴの含まれるレポー
トがサポートされない。(MQ-1361)

regression settingsフィールドは、選択したアルゴ
リズムと無関係ではありません。あるアルゴリズ

ムでregression settingsフィールドを変更すると、
他のアルゴリズムの対応するフィールドも変更さ

れます。問題を回避するには、アルゴリズムを切

り替える際に、アルゴリズムの必要に応じて

regression settingsを更新する必要があります。

プロジェクトのデフォルトページで1つ
のアルゴリズムのregression settingsを
変更すると、他のアルゴリズムの

regression settingsが更新される。
(MQ-1376)
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説明問題

この問題を回避するには、ライブラリをインポー

トする前に、ライブラリに名前を割り当ててくだ

さい。

名前のないライブラリをインポートす

るとエラーが発生する。(MQ-1379)

Expected RTは、グループ内の各コンポーネント
について手動で変更できます。

グループに含まれる個々のコンポーネ

ントの予測保持時間（UpdateRetention
Time機能がGroupに設定されている場
合）が変更可能で、その結果グループ

内の予測保持時間と保持時間ウィンド

ウが一致しなくなる。(MQ-1511)

ソフトウェアではライブラリ検索とFormula Finder
のスコアに加え、質量誤差、アイソトープ、およ

び保持時間のスコアを使用して合計スコアが計算

されます。これらのスコアを含めない場合は、そ

れぞれの加重をゼロに設定してください。

ライブラリ検索とFormula Finderのスコ
アが両方ともゼロ、または存在しない

場合に、合計スコアがゼロ以外の値に

なる。(MQ-1545)

問題の発生を回避するには、更新されたライブラ

リデータベースに基づいて手動で結果の再処理を

行ってください。

ライブラリをデータベースに追加また

はデータベースから削除しても、保存

したResults Tableが自動的に更新され
ない。(MQ-1684)

この問題が発生した場合は、保持時間、ピーク品

質、および積分を確認し、化合物が陽性か否かを

確認してください。

ライブラリ検索で、低品質のスペクト

ルから予想よりも高い純度が報告され

る。（MQ-1679、MQ-1773）

現在、ライブラリ検索ではグローバル設定のみが

参照可能になっています。

化合物固有の判定基準を参照できない。
(MQ-1822)

LibraryView Package Builder 1.0で作成されたライ
センス化パッケージ用のライセンスは、手動で
C:\Program
Files\SCIEX\LibraryView\LibraryViewFramework\Server
にコピーする必要があります。

LibraryView Package Builderで作成され
たライセンス付きパッケージ用のライ

センスがC:\Program Files\AB
SCIEX\LibraryView\binに保存されてい
る。(MQ-1847)

これは問題ではなく、ソフトウェアは正常に動作

しています。単一のIDA Experimentには単一の減
算されたスペクトルが表示されます。

ループExperimentまたは複合Experiment
使用時、二重で減算されたMS/MSスペ
クトルがPeak Reviewパネルに表示さ
れる。(MQ-1848)
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説明問題

既存のAutoPeakメソッドを使用してデータを処理
する際、現在選択されているサンプルを使用して

モデルを作成するオプションを指定すると、Results
Tableが正しく開きます。ただし、互換性のないコ
ンポーネントは、組み込まれているメソッドに赤

いエクスクラメーションマークで示されます。こ

の動作を回避するには、互換性のないコンポーネ

ントをメソッドから削除するか、フラグメント質

量の保持時間またはExperiment内容を修正します。

組み込まれたAutoPeakメソッドに含ま
れる互換性のないコンポーネントが正

しく処理されない。(MQ-1873)

既存の累積アルゴリズムメソッドを使用する場合

は、このメソッドがデータと完全に適合していな

いと、ソフトウェアが応答を停止します。この問

題が発生した場合は、メソッドを編集して互換性

のないコンポーネントを削除してください。

累積アルゴリズムメソッドに互換性の

ないコンポーネントが含まれている場

合、ソフトウェアが応答を停止する。
(MQ-1888)

レポートの作成には、ある程度時間がかかります。

PDFactoryの進行状況ウィンドウは常にバックグラ
ウンドで表示され、PDFの作成が進行中であるこ
とを示します。PDFactoryの進行状況ウィンドウを
表示させるために、SCIEX OSを含むすべてのウィ
ンドウを最小化できます。

Positive Hit template docxを使用して
2500行を超えるResults Tableから保護
されたPDFレポートを作成するために
PDFactoryを使用すると、ソフトウェア
が応答しないように見える。(MQ-1896)

この問題が発生する場合は、Results Tableのイン
デックスをクリックします。

Peak Reviewペインが開いていると、
一部のクロマトグラムが表示されない。
(MQ-2070)

この問題が発生する場合、画面内をクリックして、

ペインを更新します。

画面右上隅の青い Xをクリックして
Analyticsワークスペースを閉じた後に、
ワークスペースと結果表を再度開くと、

SamplesペインとComponents and
Groupペインが更新されない。
(MQ-2074)

問題を回避するには、IS名を手動で選択するか、
IS列を個別に貼り付けます。

Method EditorでIS名をコンポーネント
テーブルに貼り付けることができない。
(MQ-2193)

Results Tableビューはカスタマイズできます。開
いているResults Tableで、More > Results Tables
> Display settingsをクリックし、Number Format
フィールドを11未満の値に設定します。値が11以
上の場合は、結果の違いがわかります。

CPUアーキテクチャの異なる別のコン
ピュータで生成されたAutoPeakの結果
は、11桁目に違いがある。(MQ-2316)
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同じコンピュータ上でデータを取得して処理中に

システムが応答を停止した場合は、Cドライブにあ
る\Update\Local\Tempファイルを削除します。

システムがデータを取得している間に、

ユーザーがデータを処理すると、シス

テムのパフォーマンスに影響する大き

な一時ファイルが作成されることがあ

る。(MQ-2382)

qセッションファイルを別のフォルダに移動してか
ら、変更せずにResults Tableを開閉すると、変更
の保存を要求するプロンプトが表示されます。Save
またはCancelを選択できます。データ分析は影響
されません。

変更を加えていなくても、Results Table
への変更の保存を要求するプロンプト

が表示される。(MQ-2400)

問題を回避するには、以前のバージョンのSCIEX
OSで作成されたメソッドを開かなければなりませ
ん。エラーが修正されない場合は、処理時間が影

響を受けることもあります。

無効な方法でResults Tableを処理して
作成できる。(MQ-2431)

SCIEX X500 QTOFシステムからのQ1データが、
Analyticsワークスペースで処理できません。

ソフトウェアで、SCIEX X500 QTOFシ
ステム用のQ1スキャンからのデータの
定量的処理や定性的処理ができない。
(MQ-2790)

高次で最大強度のアイソトープを有する成分を入

力する時は、適切な質量を計算するために式の中

で最大強度の同位体を指定してください。例えば

錫の場合、120Snを使ってから式でSn原子数を使
用すると、正確な質量が得られます。

式を計算する際に、最初アイソトープ

が規定値に設定されるが、Sn（錫）な
どの一部の成分では、このアイソトー

プが最大強度を有する同位体ではない。
(MQ-4317)

ピーク形状が良くないUV/DAD/ADCデータに対し
ては、AutoPeak積分アルゴリズムを使用しないで
ください。

UV、DAD、ADCデータ上でAutoPeak積
分アルゴリズムを使用した場合、処理

前にモデルが構築するのに長い時間が

かかる。(MQ-4421)

Filter By Flagの前にText Filtersが選択された場合、
Filter By Flagフィルタは正しく適用されません。
必ずFilter By Flagフィルタを最初に選択してくだ
さい。

フィルタリングが不適切に適用され、

適切な行が表示されない。(MQ-4823)

Results Tableを閉じてから再度開きます。Results Tableペインは、埋め込みの処
理メソッドが編集された後、読み取り

専用になる。(MQ-5082)
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値をグリッドに入力します。ユーザーが値をフラグ設定ルールのコ

ンポーネントタイプ表ごとに

Concentration Acceptanceの上限列にコ
ピーしようとすると、エラーが発生す

る。(MQ-5599)

Analyticsワークスペースでピークレビューペイン
が開いていて、ユーザーが離れてからAnalyticsワー
クスペースに戻った場合、統計ペインのコピーア

ンドペースト機能は機能しません。SCIEX OSを閉
じて、もう一度開きます。

統計ペインでは、カットアンドペース

ト機能は機能しない。(MQ-6323)

Explorerワークスペースの問題
注問題

この問題が発生した場合は、次のいずれかの操作

を行います。

• まずXWCを生成してから、DAD等高線パネルを
生成します。

• XWCを生成する前に、等高線パネルの更新が完
了するまで待ちます。

IDA+DADデータファイルでDADの等高
線図とXWCを同時に生成しようとした
際に、SCIEX OSは応答を停止するか、
エラーを生成する。この問題が発生す

るのは、DAD等高線パネルの生成を開
始し、バックグラウンドで更新してい

るときに同時にXWCにアクセスする場
合のみである。(BLT-498)

この問題を回避するには、以下の手順に従います。

• File > Show XICをクリックして、必要な実験の
XICを生成します

• 取得後のXIC/BPCを生成します。

• XICペインを閉じて再度開きます。

取得中にユーザーがデータを検索する

と、以下の問題が発生する可能性があ

る。

• スケジュールされたスキャンのXIC
およびBPCが予定時間より前に生成
された場合は、リアルタイムデータ

が取得後のデータと一致しない。

（DS-903/DS-1092）

• ExplorerワークスペースでMove to
nextまたはMove to previousを使用
してMS実験を切り替え、リアルタイ
ムで生成された抽出イオンクロマト

グラム（XIC）またはベースピーク
クロマトグラム（BPC）を表示した
場合、XIC / BPCペインには1つのポ
イントのみが表示される。
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注問題

この問題が起こり始めた場合は、取得が完了する

まで待ってから、データの探索を行ってください。

Data AcquisitionパネルのMSタブとDAD
タブに表示されるリアルタイムのデー

タスペクトルの更新は、Explorerワーク
スペースよりも遅くなる場合がある。
(DS-934)

MSおよびDADData Acquisitionパネル
とExplorerワークスペースのリアルタイ
ムグラフの不一致は、LCメソッドの持
続時間がMSメソッドよりも長い場合に
発生する。このシナリオでは、UV、
DAD、またはADCチャンネルがLCメ
ソッド収集時間の終わりまで Explorer
ワークスペースでリアルタイム更新さ

れ続けても、MSメソッド持続時間の終
わりにMSおよびDADData Acquisitionパ
ネルの更新が停止する。(DS-852)

Z軸（検出器の電圧）のラベルが不正確になってい
ます。問題を回避するには、Detector Optimization
Reportレポートまたはデータ収集パネルを使用し
て、検出器最適化プロセス中に取得されたデータ

を検査します。

Explorerワークスペースで、Detector
Optimizationデータが正しく表示されな
い。(DS-1044)

測定が完了するまで、ランプパラメータを含む測

定メソッドのデータを表示させないでください。

測定中にランプパラメータが付いた測

定メソッドからのデータが表示される

と、データが更新されなくなり、結果

のスペクトルが正しくなくなる。
(DS-1959)

OKをクリックして、メッセージを認識します。サ
ンプルは通常どおり処理できます。

サンプルがMS Methodのワークスペー
スで初めて取得された時や、新しく取

得されたサンプルがExplorerワークス
ペースで開かれた時に、「This sample
is corrupted」というメッセージが断続
的に表示される。(DS-2281)
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注問題

以下の操作を行うと、エラーメッセージが表示さ

れます。

1. Explorerワークスペースにある別のペインで2
つのファイルを開いて、各ファイルのXICグラ
フを生成する。

2. 単一ペインでXICグラフを結合する。

3. XICペインで領域をハイライトし、ダブルクリッ
クしてスペクトルを生成する。

4. Process All Overlays?ダイアログが表示された
ら、All Overlaidをクリックしてから、OKをク
リックする。

スペクトルの代わりに、「Incorrect Argument
- invalid cycle range」というエラーメッセージ
が表示される。

問題を回避するには、グラフが重なっているより

狭い領域を選択します。

XICのハイライト表示された領域からス
ペクトルを生成できない。(ONYX-1882)

この問題が発生した場合は、Explorerワークスペー
スで処理が完了するのを待つか、データ収集中に

大量のデータを処理しないようにします。

Explorerワークスペースで大量のデータ
または複数のデータファイルを処理す

ると、ユーザーインターフェースが応

答を停止し、サンプルキューが次のサ

ンプルに移動するまでに遅延が生じる

ことがある。（ONYX-2047/DS-1688）

表示されている値は、ピークのセントロイドを表

すため、正確です。Fill Peaksをクリックすると、
ピークがよく見えるようになります。ピークラベ

ルは、対象となるピークの位置に関わらずその最

高点に配置されるため、ラベルの位置が不正確な

ように見える場合がありますが、値は正確です。

この問題が起こる場合は、取得が完了するまで待っ

てから、データの探索を行ってください。

Explorerワークスペースで、XICトレー
スの番号ラベルがまぎらわしい。
(PV-1009)

19 / 262020年5月RUO-IDV-03-10966-JA-B

SCIEX OS 1.6.10リリースノート



注問題

この問題が発生した場合は、以下の手順に従って

ください：

1. File > Open Samplesをクリックします。

2. サンプルを選択してから、OKをクリックしま
す。

3. プロンプトが表示されたら、As a standard TIC
を選択し、OKをクリックします。
選択したサンプルのTICが開きます。

ユーザーがShow > Total Ion
Chromatogramをクリックし、次に期
間1を選択してトータルイオンクロマト
グラム（TIC）を開こうとすると、エ
ラーメッセージが表示される。
(PV-1329)

この問題は、ワークフローに影響を及ぼしませんIDA実験のサンプル情報は、ユーザーが
Scheduled MRMTM

データファイルを開

き、サンプルを選択してロードし、

Show Sample Informationをクリック
した場合は、表示されません。
(PV-1330)

MS Tuneワークスペース問題
注問題

マニュアルチューニング中は、最適化されたパラ

メータ値が保存されません。問題を回避するには、

マニュアルチューニングモードでチューニング手

順をすべて完了します。

マニュアルチューニング中、Save
Settingsをクリックしても最適化された
パラメータ値が装置定義ファイルに保

存されない。(ACQ-2519)

この問題を回避するために、取得メソッドが開い

ている時、サンプルがキューで待機中、および取

得中には装置の設定を復元しないでください。

測定メソッドが開いている時、サンプ

ルがキューで待機中、および取得中で

も装置の設定を復元できる。
(ACQ-3274)

この問題を回避するには、開始および停止質量を、

Q1センター質量の範囲をカバーするように設定し
ます。

Q1の中心質量を選択しても、リアルタ
イムスペクトルの質量範囲が正しく更

新されない。(DS-915)
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レポーターの問題

注問題

このエラーは、TemplateContentControlManagerが
インストールされていないために発生します。次

の手順を実行します。
1. C:/Program Files/AB

Sciex/ReporterOfficeAddins/
TemplateContentControlManagerに移動しま
す。

2. TemplateContentControlManager.vstoをダブ
ルクリックします。

3. TemplateContentControlManagerがインストー
ルされている場合は、Closeをクリックします。
それ以外の場合は、Installをクリックして、画
面の指示に従います。

ユーザーがレポートテンプレートを編

集しようとすると、Microsoft Officeド
キュメントのカスタマイズエラーが発

生する。

ソフトウェアのインストールや有効化における問題

注問題

ソフトウェアの正しいバージョンがインストール

されていることを確認するには、SCIEX OSを開
き、Configuration > Aboutをクリックします。

セットアップウィザードとWindowsの
プログラムと機能のコントロールパネ

ルで、ソフトウェアのバージョン番号

が1.6.10ではなく1.6と誤って表示され
る。

サンプルの取得を停止し、待機中のサンプルを削

除してから、ソフトウェアを削除します。

サンプルがQueueワークスペースで待
機中または取得されている間に、SCIEX
OSをアンインストールできる。
(BLT-1241)

sciex.com/request-supportに問い合わせます。ソフ
トウェアのインストールや削除は、必ず管理者が

実行する必要があります。

不正確なユーザーアカウントが使用さ

れている場合、SCIEX OSをインストー
ルできない。(BLT-340)

SCIEXOSのインストールウィザードを2つ開いて、
2番目のインストールを続行しようとすると（1つ
目を閉じたかどうかに関わらず）、インストール

が失敗する。この問題を回避するには、必ず

Installation Wizardを1つだけ開いて、インストール
を続行してください。

Installation Wizardの複数のインスタン
スが開いている場合、SCIEX OSをイン
ストールできない。(BLT-341)
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注問題

SCIEX OSを閉じてから再度開き、それから
ChemSpiderを再開します。

ChemSpiderのライセンスが失効した
後、新しいライセンスをインストール

してChemSpiderセッションを開始しよ
うとすると、ChemSpiderのライセンス
がないという警告メッセージが表示さ

れる。(BLT-985)

SCIEX OSをアンインストールできない場合は、
Microsoft .NET 2.0が起動しているか確認します。
詳細はMicrosoft Helpを参照してください。もう一
度やり直してください。

SCIEX OSをアンインストールできな
い。(BLT-1024)

コンピュータ名を変更します。コンピュータ名がユーザー名と同じ場

合、SCIEX OSのインストールは失敗す
る。(BLT-1142)
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注問題

Setup.exeを使ってSCIEX OS 1.3以降を削除しよ
うとすると、Windowsのプログラムと機能から
SCIEX OSのエントリが削除されます。ただし、プ
ログラムは残っているため、開くことができます。

SCIEX OSを削除するには、SCIEX OSフォルダか
らSetup.exeを実行して、画面上の指示に従ってソ
フトウェアをインストールします。このプロセス

によりSCIEX OSのエントリが、Windowsのプログ
ラムと機能のリストに戻ります。プログラムと機

能のリストを使って、SCIEX OS 1.3以降を削除し
ます。

Setup.exeを使ってSCIEX OS 1.3以降を
削除しようとしてもできない。
(ONYX-2124)

この問題が発生した場合は、

1. LibraryViewTM
ソフトウェアがインストールされ

ている場合は削除します。

2. LibraryViewTMFrameworkがインストールされて
いる場合は削除します。

3. Microsoft SQL Server 2008の全コンポーネント
を削除します。

4. コンピュータをシャットダウンしてから再起動
します。

5. SCIEX OSをインストールします。

インストールの問題が解決しない場合は、
C:\Program Files\Microsoft SQL
Servier\MSSQL10_50.SQLEXPRESS
\MSSQL\DATA folderからLibraryView.mdfおよび
LibraryView_log.mdfファイルを削除する必要があ
る場合があります。

注：ライブラリはmdfファイルに保存されている
ため、これらのファイルを削除すると既存のライ

ブラリも削除されるため、再インストールが必要

となります。

SQLサーバーの問題または
LibraryViewTMFrameworkの問題が原因
で、SCIEX OSがインストールに失敗す
る場合がある。(ONYX-2987)
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Instrument Settings Converterの問題
説明問題

Instrument Settings Converterを開く前に、Analyst®

ソフトウェアでキューを停止してから、ソフトウェ

アを閉じます。

Instrument Settings Converterは、
Analyst®

ソフトウェアがビジーであるこ

とを検出しない。この問題は、

Instrument Settings Converterを開く前
に、アクティビティが開始された場合

に発生する。(ONYX-7570)

お問い合わせ先

お客様のトレーニング

• 北米：NA.CustomerTraining@sciex.com

• ヨーロッパ：Europe.CustomerTraining@sciex.com

• ヨーロッパおよび北米以外：sciex.com/education

オンライン学習センター

• SCIEX UniversityTM

SCIEX
SCIEXおよびその代理店は、十分に訓練を受けた保守／技術専門要員を世界中に配置してい
ます。システムまたは起こり得る技術的問題に関するご質問にお答えします。詳細な情報に

ついては、SCIEXウェブサイト (sciex.com)を参照するか、以下の連絡先までお問い合わせ
ください。

• sciex.com/contact-us

• sciex.com/request-support

CyberSecurity
SCIEX製品のサイバーセキュリティに関する最新のガイダンスについては、
sciex.com/productsecurityを参照してください。
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ドキュメント

このマニュアルの本バージョンは、以前のバージョンに優先します。

このマニュアルを電子的に閲覧するにはAdobe Acrobat Readerが必要です。最新バージョン
をダウンロードするには、https://get.adobe.com/readerにアクセスします。

ソフトウェア製品のマニュアルについては、ソフトウェアに付属のリリースノートまたはソ

フトウェアインストールガイドを参照してください。

ハードウェア製品のドキュメントを検索するには、システムまたはコンポーネントに付属の

カスタマーリファレンス DVDを参照してください。

ドキュメントの最新版はSCIEXのウェブサイト（sciex.com/customer-documents）で入手で
きます。

注：このドキュメントの無料の印刷版を請求するには、sciex.com/contact-usまでお問い合
わせください。
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本書はSCIEX機器をご購入され、実際に使用されるお客様にむけてのものです。本書の著作権は保護
されています。本書および本書の一部分を複製することは、SCIEXが書面で合意した場合を除いて固
く禁止されています。

本書に記載されているソフトウェアは、使用許諾契約書に基づいて提供されています。使用許諾契約

書で特に許可されている場合を除き、いかなる媒体でもソフトウェアを複製、変更、または配布する

ことは法律で禁止されています。さらに、使用許諾契約書では、ソフトウェアを逆アセンブル、リバー

スエンジニアリング、または逆コンパイルすることをいかなる目的でも禁止することがあります。正

当とする根拠は文書中に規定されているとおりです。

本書の一部は、他の製造業者および/またはその製品を参照することがあります。これらには、その名
称を商標として登録しているおよび/またはそれぞれの所有者の商標として機能している部分を含む場
合があります。そのような使用は、機器への組み込みのためSCIEXにより供給された製造業者の製品
を指定することのみを目的としており、その権利および/またはライセンスの使用を含む、または第三
者に対しこれらの製造業者名および/または製品名の商標利用を許可するものではありません。

SCIEXの保証は販売またはライセンス供与の時点で提供される明示的保証に限定されており、また
SCIEXの唯一かつ独占的な表明、保証および義務とされています。SCIEXは、明示的・黙示的を問わ
ず、制定法若しくは別の法律、または取引の過程または商慣習から生じるかどうかに関わらず、特定

の目的のための市場性または適合性の保証を含むがこれらに限定されない、他のいかなる種類の保証

も行いません。これらのすべては明示的に放棄されており、購買者による使用またはそれから生じる

不測の事態に起因する間接的・派生的損害を含め、一切の責任または偶発債務を負わないものとしま

す。

研究専用。診断手順には使用しないでください。

ここに記載されている商標および /または登録商標は、関連するロゴを含め、米国および /またはそ
の他の特定の国における AB Sciex Pte. Ltd.、またはその該当する所有者の所有物です。

AB SCIEX™ はライセンスの下で使用されています。
© 2020 DH Tech. Dev. Pte. Ltd.

AB Sciex Pte. Ltd.
Blk33, #04-06 Marsiling Industrial Estate Road 3
Woodlands Central Industrial Estate, Singapore 739256
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